
令和４年度 経営計画書 議会事務局  事務局長 井上 隆司 
 

１ 

部の

使命 

議会事務局は、適切な緊張関係を背景とした地方自治における二元代表制のもと、

市民にとって最良・最適な意思決定が行われるよう、議会の政策立案や監視等におけ

る助言スタッフとして機能することにより、持続可能なやぶぐらし幸せ社会を実現

します。 

【令和３年度の評価】 

 まちづくりの基本となる養父市まちづくり計画が議会で審議され、市民に伝わり

やすい計画にするため「やぶ2050～居空間構想～について」に「（社会変革を生み出

す新たな結の創出）」を加える修正をした。 

 

２ 

それ

まで

の経

営評

価 

【令和３年度実績】 

・議員発議による政策提案の支援：１件／０件 

・議会だより特集記事の掲載：２回／４回 

・適時適切な会議録の公開（本会議３か月以内、委員会１か月以内）／（本会議４か

月以内、委員会３か月） 

・時間マネジメントによる時間外管理：残業時間数 令和２年並み／令和２年並み 

【評価】経営目標４項目のうち２項目で達成し、50％の達成率であった。なお、議会

だよりへの特集記事の掲載については、議会改革に係る記事を全ての回に連載する

など、コロナ禍における効果的な情報発信の工夫に努めた。特に、令和３年度は議会

タブレットの導入により議会ＩＣＴ化の環境を整備し、市内高校生との意見交換会

と県外からの議会視察をリモートで受け入れるなど、ニューノーマルを踏まえた議

会改革の１歩を踏み出した。 

【原因】議員発議による政策提案の支援については、若者や女性など多様な議会参入

の方策を調査し、課題解決に向けた取組の方向性を示すことができたが、政策提案に

は至らなかった。 

【対応】議会の政策提案は複数年を要するため、次年度以降は目標の指標を見直す。 

 

３ 

外部

環境 

 

◎機会 

 【政治】議会・議員法制化に向けた機運の高まり 

【社会】コロナ禍におけるＩＣＴ環境の必要性 

▼脅威 

 【社会】コロナ禍による市民との接触機会の減少 

 

 

４ 

内部

環境 

〇強み 

 【人材】多様な議員による４つの会派構成 

【協働】産学官金公民における人口課題の共有 

【環境】市の議会デジタル化の積極的な推進 

▽弱み 

 【市民】議会モニターの固定化 

【情報】ＩＣＴ課題の未達事項 

 

 



５ 

重要

経営

課題 

【政策】政策立案できる議会を目指す 

【情報】市民から親しまれる議会だよりを発行する 

【市民】市民起点の議会改革を推進する 

【人材】職員間で事務の共有化を図る 

【経営】ＩＣＴ等の議会・議場環境の整備 

 

６ 

部の

経営

体制 

・所管課：議会事務局兼監査委員事務局 

・人員：５人 

・予算：議会費と監査委員費の合計 149,083千円 

 

７ 

部の

経営

目標 

・議会改革の推進：２課題 

・議会だより特集記事の掲載：２回 

・適時適切な会議録の公開（本会議３か月以内、委員会１か月以内） 

・時間マネジメントによる時間外管理：残業時間数 令和３年度並み 

 

 

８ 

部の

経営

方針 

【市民】議会に向けた市民の信頼度向上 

【経営】議員から信頼される事務局の調整力の向上 

【政策】議会における政策立案能力の確立・強化 

【協働】議会モニター制度を活用した議会改革の推進 

【人材】ＯＪＴによる職員研修の実施 

【改善】業務改善ミーティングの開催 

 



９ 

部の

重要

政策

の取

組内

容 

【新規】①役員改選期における円滑な議会運営の支援 

      議会の役員改選の年を迎えることから、11月に予定している臨時議会が

円滑に運営されるよう適切に支援する。 

②議会タブレットの本格導入による議会ＩＣＴ化の推進 

議会タブレットを活用したペーパレス化及び情報伝達ツールの一元化を

本実施し、議会ＩＣＴ化による議会活動の活性化及び事務局業務の効率化

を図る。 

【拡大】①ニューノーマルに適応した、幅広い市民を対象とした議会報告会の開催 

コロナ禍において新たな手法により、議会と多様で幅広い市民との意見交

換を実施する。 

②議会モニター制度を活用し市民感覚に則した議会改革の推進 

     メンバーの固定化傾向が伺える議会モニターの活用については、参画の

手法を工夫しつつ、議長諮問への意見反映を含む議会改革の推進につな

げる。 

【改良】①市民から親しまれる議会だよりの改善 

     ＩＣＴツール等を活用し、市民起点の「読まれる」紙面づくりに努める。 

    ②政務活動費の執行率向上 

     議員個々の調査研究等の活動活性化による議会の「見える化」を担保する

政務活動費の執行率を向上させる。 

     目標／予算執行率80％ 

    ③議員の資質向上 

資質向上の研修内容の改良・豊富化、開催日時の柔軟な運用を考え、質・

量の充実を図る。 

  目標／不穏当発言、不適切発言の皆減 

 


